
県はサミット誘致より子ども達の安全対策を
先月号で書いた旧中道商店前の横断歩道の白線がようやく

きれいになりました（左の写真）。３月議会で三重県が、サミット

三重県誘致のために１億円もの予算を２７年度に計上している

ことがわかりましたが、サミット誘致より子ども達の安全対策にこ

そ優先して予算を組むべきではないでしょうか。

剪定された宗英寺のいちょうの木
南野町のシンボルでもある宗英寺のいちょうの木（県指定天然記念

物）が先日、大がかりな剪定作業で右の写真のような姿になりました。
せんてい

以前、台風による強風で太い枝が折れて近所の今西さんの家の外壁

に突き刺さるということがありました。最近、いちょうの木のすぐそばに家

が多く建ち、同じようなことが起こらないようにということで、県と市、宗英

寺が樹木医とも相談し大がかりな剪定作業を行いました。

太い枝がなくなり、危険性は除去されましたが、新緑の季節や紅葉の季節に目を楽し

ませてくれた大きないちょうの木をしばらく見ることができないのは寂しいことです。

こうきの日誌（３月１日～３月２９日） 赤旗の配達、集金活動等は除く

１日 野村まちづくり協議会文化祭 １６日 産業建設分会会・委員会

２日 質疑・質問の通告締め切り １７日 相談活動 教育民生委員会（傍聴）

３日 理事者側の聴き取り 鈴鹿党会議 鈴鹿党会議

４日 党会議 後援会役員会 １８日 議会報告づくり

５日 会派代表者会議 １９日 党市議団会議

６日 質疑・質問の準備 ２０日 亀山西小学校卒業式 会派代表者会議

７日 亀山中学校卒業式 地区党会議

８日 党演説会（四日市市） ２１日 党会議

９日 本会議（議案質疑） ２２日 橋詰圭一事務所開き（鈴鹿市）

１０日 本会議（議案質疑、一般質問） ２３、２４日 予算決算委員会

１１、１２日 本会議（一般質問） ２５日 産業建設分科会 予算決算委員会

１３日 休会 予算決算委員会の準備 ２６日 本会議（閉会）

１４日 訪問活動 ２７日 議会報告づくり みんなの会役員会

１５日 南野町第一自治会総会 ２８日 訪問活動 相談活動

党演説会（鈴鹿市） ２９日 議会報告づくり
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奨学金問題で一般質問

「提案の手法も含め支援策を検討」と答弁
憲法９条のもとで、自衛隊が地球の裏側にまで行ったり、武器を持って戦闘地域に行

ったりできるようにするなどという事は考えもしませんでした。それをやろうとしているのが

安倍政権ですが、国民の力で何としてもやめさせなければ後生に禍根を残します。
か こ ん

区分 ２４年度 さて、３月議会が終わりましたが、一般質問では奨学

大学学部（昼間部） ５２．５％ 金問題を取り上げました。左の表は、文部科学省の有

大学院修士課程 ６０．５％ 識者による検討会での資料ですが、日本学生支援機

大学院博士課程 ６６．２％ 構や大学等の奨学金を受給している人の割合を示し

たものです。奨学金なしでは大学に進学できないという実態がよくわかります。

「奨学金は教育ローン」 櫻井市長が答弁
国や地方自治体は、憲法や教育基本法に謳われた「教育の機会均等」（能力がある

のに、経済的理由で修学できないということがあってはならない）を保障するために、具

体的な措置を講じなければなりません。ところが文科省の検討会の資料によれば、幼稚

園から大学まですべて国公立の学校でも卒業までに学習費などで約８００万円（下宿費

などは除く）ほどかかり、「教育の機会均等」が保障されているとは言えません。

また、日本の奨学金制度はごく一部を除き、利子付の貸与型奨学金であり、主要先

進国が行っている給付型（返済の必要がない）の奨学金制度は導入されていません。

櫻井市長も現状認識として、「奨学金は教育ローンになっている」という答弁をしました。

授業料は年々高くなる一方で働く人の収入は減少
質問の中で、奨学金に頼らなくてはならない要因として高い授業料と１９９５年以降減

り続けている働く人の年収をパネルで紹介しました。最後に、市の奨学金制度を作るこ

とや兵庫県加西市が実施しているＵターンなどで市内在住や市内勤務の人に、奨学金
か さ い し

の返還額の３分の１を補助する制度を紹介し、市でも実施してはどうかと提案しました。

この制度は若者の定住策にもなります。こうした提案に対して、「平成２７年度に策定す

る地方総合戦略の中で、提案の手法も含め支援策を検討する」という答弁を得ました。

こうきの議会報告



関ロッジの休館 ２年続けての撤退の申し出
３月議会で大きな問題となった関ロッジの休館問題は、３月１１日の一般質問で小坂

議員と櫻井議員が取り上げたことで明らかになりましたが、今回の事態は初めてのことで

はありません。エムアンドエムサービスによる指定管理が始まっ

た平成２５年７月１日から一年も経たない１２月２０日に、「当初の

事業計画が見込めない（赤字）ことから撤退の申し入れ」があり

ました。この時は、どんな協議が行われたのか明らかになってい

ませんが、４月以降の予約客を受け付けていたので継続をして

欲しいという市の意見を受け入れ、継続することになりました。

予約を取りながら休館せざるを得ない時期に申し出
この時点で今回の事態は予想できはずたし、撤退の申し出を再度される場合の対応

を考えておくべきでした。予想通り、一年後の１２月２２日に、またしても「赤字の見込み

分（２千万円）を補てんして欲しい。それがだめなら撤退する。」という主旨の申し出がさ

れました。次の指定管理者を公募し、選定するといった対応をする時間的余裕のない

時期であり、その上４月からの予約も仮受付とはいえ、予約をとっていました。

この申し出を受け、市と指定管理者が協議をしましたが、３月５日には市が条件付き

で取り消しを通知する事態となりました（その後、この条件は受け入れられないと回答）。

指定管理のために１億４千万円をつぎ込んできた
この関ロッジの指定管理には、市が払う指定管理料として平成２５年度は約４７９万円

（変更で１２０万円ほどの増額）、２６年度は約２３０万円、そして残り３年間はゼロ円という

契約であり、このゼロ円になる３年目に入る時点での撤退の申し出なのです。

市はこのほかに、指定管理をするにあたり耐震補強、改修工事に約９，５００万円、２５

年度の修繕などに約１，７００万円、２６年度には備品購入や修繕などで約１，４００万円

と合計で１億４千万円ものお金をつぎ込んできたのです。このままこの建物を使うことが

できない事態になれば市長の責任は重大です。

３月議会最終日 議会が全会一致で決議をあげる
こうした事態は、全国各地で増加の一途です。総務省の調査では、２０１２年４月現在

で取り消しなどが２，４１５件（３年前より３１５件の増）にもなっています。もともと市の施設

を使って民間企業に儲けさせるという狙いで始まった制度であるため、業者が参入、撤

退しやすい仕組みになっています。

３月議会最終日に議会として市に、今回の事態の経緯と原因を明らかにするとともに

指定管理者制度の見直しをすることなどを求める決議を全会一致で議決しました。

国保税の引下げよりリニア基金が優先なのか
３月１０日の一般質問と２４日の予算決算委員会で、「高くて払えない」国民健康保険

税の引き下げを求める質疑・質問を行いました。平成２７年度予算では、国が「低所得

者対策の強化として、保険者支援制度の拡充を実施する」（厚労省の資料）として国民

健康保険に１，７００億円の予算を組み、市も２７年度予算で３，５５０万円を見込んでい

ます。私は、この予算を使って「高くて払えない」国保税の引き下げを求めました。

負担可能な額かの問いに、市長はまともに答弁できず
櫻井市長に、現在の国保税額が市民が十分に負担可能な額かどうかを質しましたが

まともな答弁はなく、また引き下げを考えていないという答弁でした。しかし、他市では国

の予算を使って国保税の引き下げを実施するところがあり、この近辺では名古屋市（一

人平均３，２１３円の引き下げ）、静岡市、京都市、堺市などです。また、亀山市よりはる

かに財政力が弱い鳥羽市では１億３，３００万円もの一般会計からの基準外の繰り入れ

をします（亀山市の財政力指数は０．９７６で、鳥羽市はその半分以下の０．４６０）。

来年度予算を見ると財政に余裕あり
亀山市の財政は、それほど厳しいのか。市は盛んに「厳しい」と強調しますが予算を

見るとそれが疑わしいのです。例えば、３０年先であるかどうかもわからないリニア基金に

５，０００万円の積み増しをし（年度末には１５億５千万円に）、交通量の把握ができてい

ない市道和賀白川線の延伸に１千万円、活用方法が定まっていない旧佐野家の改修

に国の補助金も合わせて２，６９０万円（市と国が半々の負担）など本当に財政が厳しい

のなら控えるべき予算が計上されています。こうした予算を国保に回し、国からの予算と

合わせれば国保税の引き下げは十分にできるのです。

市長答弁 「所得水準が低く、保険税負担が重い」
櫻井市長は、一般質問の答弁で国保税が高くて払えない理由として、「所得水準が

低く、保険税負担が重い」と言ったのですから、当然高い国保税は引き下げるべきで

す。市民の暮らしに目が向いていないとしか言いようがありません。

がん検診などの自己負担を２倍に値上げ
「財政が厳しい」と盛んに言うのは、市民への負担増を納得させるためです。２７年

度予算では、各種がん検診の自己負担が２倍に引き上げられます。胃がんは千円か

ら２千円に、大腸がんは２００円から４００円に、乳がんは１，５００円から２，０００円にな

どです。こうした負担増で増える収入はわずか３９０万円です。

消費税の増税や物価高、介護保険料などの負担増で苦しい市民に更なる負担を

強いながらリニアには積み増しをする予算には反対しました。


